
画像データ未画像データ未

関係する石碑 

『ボランティアを受け入れてもらうのも大変
　　　　    　～お年寄りの警戒心高く～』  岩国市 女性 看護師

体験談

『高校生を話し相手に笑顔のおばあちゃん 
　　　  　    ～集落総出でボランティア～』  岩国市 女性 看護師 

体験談

岩国市
い わ く に し

美川町
みかわちょう

には、台風第14号が接近
せっきん

したときの最高
さいこう

水位
す い い

が表示
ひょうじ

されているよ。

台風が接近
せっきん

・上陸
じょうりく

すると、大雨
おおあめ

、洪水
こうずい

、暴風
ぼうふう

、高潮
たかしお

などをもたらすんだ。特に、傾斜
の急な斜面や川の近くでは、台風による大雨によって、がけ崩

くず

れや土
ど

石
せき

流
りゅう

、河川
か せ ん

けいしゃ

しゃめん

の氾
はん

濫
らん

が
はっせい

発生しやすくなるから注意
ちゅうい

してね。 

1-11 （平成17（2005）年9月5日～7日）平成17年台風第14号



画像データ未画像データ未

関係する石碑 

『ボランティアを受け入れてもらうのも大変
　　　　    　～お年寄りの警戒心高く～』  岩国市 女性 看護師

体験談

『高校生を話し相手に笑顔のおばあちゃん 
　　　  　    ～集落総出でボランティア～』  岩国市 女性 看護師 

体験談

岩国市
い わ く に し

美川町
みかわちょう

には、台風第14号が接近
せっきん

したときの最高
さいこう

水位
す い い

が表示
ひょうじ

されているよ。

台風が接近
せっきん

・上陸
じょうりく

すると、大雨
おおあめ

、洪水
こうずい

、暴風
ぼうふう

、高潮
たかしお

などをもたらすんだ。特に、傾斜
の急な斜面や川の近くでは、台風による大雨によって、がけ崩

くず

れや土
ど

石
せき

流
りゅう

、河川
か せ ん

けいしゃ

しゃめん

の氾
はん

濫
らん

が
はっせい

発生しやすくなるから注意
ちゅうい

してね。 

（平成17（2005）年9月5日～7日）平成17年台風第14号



『土石流のすさまじさに呆然』 山口市 男性 行政職員 体験談

避難
ひ な ん

をするときには、隣
となり

や近所の人に声をかけよう。地域のみんなで助けあうことで、
被害
ひ が い

を最小限
さいしょうげん

に抑
おさ

えることができるんだ。 

1-12 （平成21（2009）年7月19日～31日）平成21年7月21日豪雨 



『土石流のすさまじさに呆然』 山口市 男性 行政職員 体験談

避難
ひ な ん

をするときには、隣
となり

や近所の人に声をかけよう。地域のみんなで助けあうことで、
被害
ひ が い

を最小限
さいしょうげん

に抑
おさ

えることができるんだ。 

（平成21（2009）年7月19日～31日）平成21年7月21日豪雨 



河
梅雨
ば い う

前線
ぜんせん

による集中
しゅうちゅう

豪雨
ご う う

で、河川
か せ ん

の氾濫
はんらん

や家屋
か お く

の浸水
しんすい

が発生したんだ。 
集中豪雨は短時間のうちに局所的

きょくしょてき

に雨が降
ふ

るため、道路や低地が水に浸
つ

かったり、
川が急に増水

ぞうすい

したりするから注意
ちゅうい

してね。 

（平成22（2010）年7月10日～20日）平成22年7月15日大雨 『近所へ避難を呼びかける
    ～危ないと思ったら、早めの避難を～』 防府市 男性 自治会長 

体験談

関係する石碑 

防府市
ほ う ふ し

勝坂
かつさか

には、豪雨
ご う う

災害
さいがい

の犠牲者
ぎ せ い し ゃ

の遺志
い し

を永く後世
こうせい

へ伝え、災害を忘れないた
めの慰霊

い れ い

碑
ひ

があるよ。 



河
梅雨
ば い う

前線
ぜんせん

による集中
しゅうちゅう

豪雨
ご う う

で、河川
か せ ん

の氾濫
はんらん

や家屋
か お く

の浸水
しんすい

が発生したんだ。 
集中豪雨は短時間のうちに局所的

きょくしょてき

に雨が降
ふ

るため、道路や低地が水に浸
つ

かったり、
川が急に増水

ぞうすい

したりするから注意
ちゅうい

してね。 

1-13 （平成22（2010）年7月10日～20日）平成22年7月15日大雨 『近所へ避難を呼びかける
    ～危ないと思ったら、早めの避難を～』 防府市 男性 自治会長 

体験談

関係する石碑 

防府市
ほ う ふ し

勝坂
かつさか

には、豪雨
ご う う

災害
さいがい

の犠牲者
ぎ せ い し ゃ

の遺志
い し

を永く後世
こうせい

へ伝え、災害を忘れないた
めの慰霊

い れ い

碑
ひ

があるよ。 



避難
ひ な ん

をするときに、避難場所まで行くのが危険
き け ん

な場合には、無理に避難場所まで行か
ず、屋内

おくない

の安全な場所に避難してね。 

（平成25（2013）年7月28日～8月6日）平成25年7月28日大雨 『「来る、来る、来る」路地はまるで川のよう 
 　　 ～川の氾濫の大変さ実感～』 山陽小野田市 女性 菓子店経営 

体験談

『土のうが必要になるなんて夢にも思わず
 　　～今までの経験が裏目に～』 山陽小野田市 女性 菓子店経営 

体験談

トピックス
 避難をするときに注意する事
次のことに注意

ちゅうい

して、避難
ひ な ん

しよう。 
避難は原則

げんそく

として徒歩
と ほ

で行う。 
避難するときに持ち出す荷物

に も つ

は必要
ひつよう

最小限
さいしょうげん

にする。 
水があふれている道を通るときは、足元に注意

ちゅうい

し、前方
ぜんぽう

を棒などで確認
かくにん

しながら移動
い ど う

する。
長靴
ながぐつ

は脱
ぬ

げやすいため、避難には向いていない。歩きやすい靴をはいて避難する。 
家族
か ぞ く

や隣
となり

近所
きんじょ

の人と声をかけあって、ある程度
て い ど

かたまって避難する。 

□
□
□
□
□



避難
ひ な ん

をするときに、避難場所まで行くのが危険
き け ん

な場合には、無理に避難場所まで行か
ず、屋内

おくない

の安全な場所に避難してね。 

1-14 （平成25（2013）年7月28日～8月6日）平成25年7月28日大雨 『「来る、来る、来る」路地はまるで川のよう 
 　　 ～川の氾濫の大変さ実感～』 山陽小野田市 女性 菓子店経営 

体験談

『土のうが必要になるなんて夢にも思わず
 　　～今までの経験が裏目に～』 山陽小野田市 女性 菓子店経営 

体験談

トピックス
 避難をするときに注意する事
次のことに注意

ちゅうい

して、避難
ひ な ん

しよう。 
避難は原則

げんそく

として徒歩
と ほ

で行う。 
避難するときに持ち出す荷物

に も つ

は必要
ひつよう

最小限
さいしょうげん

にする。 
水があふれている道を通るときは、足元に注意

ちゅうい

し、前方
ぜんぽう

を棒などで確認
かくにん

しながら移動
い ど う

する。
長靴
ながぐつ

は脱
ぬ

げやすいため、避難には向いていない。歩きやすい靴をはいて避難する。 
家族
か ぞ く

や隣
となり

近所
きんじょ

の人と声をかけあって、ある程度
て い ど

かたまって避難する。 

□
□
□
□
□



トピックス
 

トピックス
 

避難情報の種類

避難準備・高齢
者等避難開始
（警戒レベル３）

（警戒レベル４）

（警戒レベル４）

避難勧告

避難指示

災害
さいがい

が発生し、住民
じゅうみん

に被害
ひ が い

が及
およ

ぶと判断されるときに、市町は住民に対して
避難情報を発表するんだよ。 
ひ な んじょうほう

気象に関する情報
 台風や前線

ぜんせん

、低気圧
て い き あ つ

が近づくと大雨が降
ふ

るおそれがあるんだ。気象
きしょう

台
だい

が発表
はっぴょう

す
る最新

さいしん

の気象
きしょう

情報
じょうほう

を、確認して早めの避難を心がけよう。
かくにん ひなん

注意報・警報・特別警報 

注意報
警報

特別警報

土砂災害警戒情報 

記録的短時間大雨情報 

□

□

□

強

『思いもしなかった水害』 萩市 女性 生徒  体験談

『家族、集落、地域を守る』 萩市 男性 消防団員体験談



トピックス
 

トピックス
 

避難情報の種類トピ

トピッ

避難準備・高齢
者等避難開始
（警戒レベル３）

（警戒レベル４）

（警戒レベル４）

避難勧告

避難指示

災害
さいがい

が発生し、住民
じゅうみん

に被害
ひ が い

が及
およ

ぶと判断されるときに、市町は住民に対して
避難情報を発表するんだよ。 
ひ な んじょうほう

気象に関する情報
 台風や前線

ぜんせん

、低気圧
て い き あ つ

が近づくと大雨が降
ふ

るおそれがあるんだ。気象
きしょう

台
だい

が発表
はっぴょう

す
る最新

さいしん

の気象
きしょう

情報
じょうほう

を、確認して早めの避難を心がけよう。
かくにん ひなん

注意報・警報・特別警報 

注意報
警報

特別警報

土砂災害警戒情報 

記録的短時間大雨情報 

□

□

□

強

『思いもしなかった水害』 萩市 女性 生徒  体験談

『家族、集落、地域を守る』 萩市 男性 消防団員体験談



『あたり一面泥の海 ～あっという間に床上浸水～』 和木町 男性 消防団員 体験談

『災害は「まさか」ではなく「もしかしたら」～事前の備えが大切～』 岩国市 男性 自治会長 体験談

岩国市玖珂で71.0 mmの1時間降水量、156.0 mmの3時間降水量を観測し、土
い わ く に し く　が じ か ん どこうすいりょう

砂災害が発生したんだ。 
しゃ さいがい

自分達の住む市や町で過去にどのような災害があったのか、そのときの降水量がど
れらくらいあったのかを確認しておくことはとても重要なんだ。

1-15 （平成26（2014）年8月1日～6日）平成26年8月6日大雨 



『あたり一面泥の海 ～あっという間に床上浸水～』 和木町 男性 消防団員 体験談

『災害は「まさか」ではなく「もしかしたら」～事前の備えが大切～』 岩国市 男性 自治会長 体験談

岩国市玖珂で71.0 mmの1時間降水量、156.0 mmの3時間降水量を観測し、土
い わ く に し く　が じ か ん どこうすいりょう

砂災害が発生したんだ。 
しゃ さいがい

自分達の住む市や町で過去にどのような災害があったのか、そのときの降水量がど
れらくらいあったのかを確認しておくことはとても重要なんだ。

（平成26（2014）年8月1日～6日）平成26年8月6日大雨 



『早めの避難が命を救う』 光市 自治会長 体験談

　災害時には、「自分は大丈夫」という思い込みに陥りやすいから、家族や地域で呼び
かけ合って、危険な状況になる前に安全な場所に避難しよう。

さい がい  じ

ひ  なん

おちい

1-16 （平成３０（2018）年７月５日～８日）平成３０年７月豪雨



『早めの避難が命を救う』 光市 自治会長 体験談

　災害時には、「自分は大丈夫」という思い込みに陥りやすいから、家族や地域で呼び
かけ合って、危険な状況になる前に安全な場所に避難しよう。

さい がい  じ

ひ  なん

おちい

（平成３０（2018）年７月５日～８日）平成３０年７月豪雨



３　護岸 ４　河川整備（河道掘削・護岸整備）

５　砂防えん堤 ６　河川整備（橋脚の減少）

７　砂防えん堤 ８　河川整備（河道掘削・護岸整備）

９　擁壁 10　河川整備（河道掘削・護岸整備）

ご  がん

さ　ぼう てい きょうきゃく

か　せん せい　び

よう へき

山口市
下関市

宇部市

萩市

周南市

防府市
下松市

岩国市

山陽
小野田市

光市

長門市

柳井市

美祢市

周防大島町

和木町

上関町

田布施町 平
生
町

阿武町

見島

トピックス
 

　県では、土砂災害や浸水害等の災害から地域を守り、安心して暮らし
ていけるよう、様々な施設等を整備しているんだ。
　過去の災害を振り返り、災害で被害を受けた地域でどのような施設等
が整備されてきたのか、どんな仕組みで被害を減らしたり防いだりして
いるのか調べて、身近な地域の災害について考えてみよう。

災害対策関連施設等トピ

1

４
９

10

７

５

３

６２

８

１　離岸堤 ２　防潮堤など

ど　しゃ さい  がい しん すい がい

せい   び

り　がん てい ぼうちょうてい

施設等の紹介と関連する災害

施設等の位置



３　護岸 ４　河川整備（河道掘削・護岸整備）

５　砂防えん堤 ６　河川整備（橋脚の減少）

７　砂防えん堤 ８　河川整備（河道掘削・護岸整備）

９　擁壁 10　河川整備（河道掘削・護岸整備）

ご  がん

さ　ぼう てい きょうきゃく

か　せん せい　び

よう へき

山口市
下関市

宇部市

萩市

周南市

防府市
下松市

岩国市

山陽
小野田市

光市

長門市

柳井市

美祢市

周防大島町

和木町

上関町

田布施町 平
生
町

阿武町

見島

トピックス
 

　県では、土砂災害や浸水害等の災害から地域を守り、安心して暮らし
ていけるよう、様々な施設等を整備しているんだ。
　過去の災害を振り返り、災害で被害を受けた地域でどのような施設等
が整備されてきたのか、どんな仕組みで被害を減らしたり防いだりして
いるのか調べて、身近な地域の災害について考えてみよう。

災害対策関連施設等

1

４
９

10

７

５

３

６２

８

１　離岸堤 ２　防潮堤など

ど　しゃ さい  がい しん すい がい

せい   び

り　がん てい ぼうちょうてい

施設等の紹介と関連する災害

施設等の位置


